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NO.91

雪遊び（雨宮和雄さんの作品）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
も
気
楽

に
作
れ
る
と
い
う
「
ブ
ロ
グ
」、

つ
ぶ
や
き
を
書
く
「
ツ
イ
ッ

タ
ー
」
等
と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
始
め
て
か
ら
だ
い
ぶ
経
ち
ま

・表紙写真／コラム散歩
道   ❶
・楽しい趣味の会   ❷❸
　歴史教室／農業体験／
こだま俳壇／手作り文
化祭／薬膳料理／予告
・会員紹介（高木みどり
さん）   ❹
・BOOK／県庁はいま② 
  ❺
・健康講座    ❻
・県職員9条の会平和の
集い／輝け高齢期かな
がわの集い／県自治労
連退職者会総会   ❼
・絵手紙／映画随想／春
の小旅行案内  ❽

※会員の皆様へお願い…住所を変更された時は事務局までご一報を。

まちからむらから一人ぼっち

の高齢者をなくそう

し
た
が
、
や
っ
と
私
も
ブ
ロ
グ
デ
ビ
ュ
ー

を
し
ま
し
た
。

　

ウ
エ
ブ
上
の
日
記
「
ブ
ロ
グ
」
に
は
本

当
の
こ
と
は
書
け
な
い
と
か
、
日
記
と
は

自
分
の
た
め
に
書
く
も
の
で
他
人
に
見
せ

る
も
の
で
は
な
い
と
か
、
公
開
す
る
か
ら

に
は
恥
ず
か
し
く
な
い
も
の

を
、
な
ど
と
考
え
て
二
の
足
を

踏
ん
で
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
我
が
家
に
引
き

込
ん
で
い
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

会
社
が
、「
追
加
費
用
な
し
で

ブ
ロ
グ
を
開
設
で
き
ま
す
」
と

い
う
し
、
ブ
ロ
グ
を
開
設
し
て

も
公
開
・
非
公
開
・
限
定
公
開

な
ど
が
あ
る
こ
と
が
解
っ
た
の

で
、
非
公
開
な
ら
ば
気
兼
ね
な

し
に
書
け
る
か
ら
と
ブ
ロ
グ
の

練
習
を
始
め
た
の
で
す
。

　

ブ
ロ
グ
に
は「tonbi

」と
名
前
を
付
け
、

息
子
と
孫
に
限
定
公
開
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。「tonbi

」
と
い
う
名
前
を
付
け
た

の
は
、
家
の
上
を
沢
山
の
ト
ン
ビ
が
輪
を

描
い
て
飛
ん
で
い
る
か
ら
で
、
頭
の
中
を

ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
い
る
思
い
を
連
想
さ
せ

る
ユ
ニ
ー
ク
な
名
前
だ
と
気
に
入
っ
て
い

ま
す
。
今
日
の
天
気
を
書
い
た
り
、
朝
飯

に
何
を
食
べ
た
か
を
書
い
た
り
、
新
聞
・

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
気
に
な

る
言
葉
を
抜
書
き
し
た
り
し
ま
す
。
孫
娘

か
ら「
見
た
よ
」な
ど
と
コ
メ
ン
ト
が
帰
っ

て
く
る
と
う
れ
し
く
な
る
。
最
近
の
「to

nbi

」
の
記
事
を
こ
だ
ま
会
の
皆
さ
ん
に
、

以
下
限
定
公
開
し
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

尖
閣
諸
島
沿
岸
で
中
国
漁
船
衝
突
の
ビ

デ
オ
がG

O
O
G
LE

の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に

流
れ
た
、
と
ラ
ジ
オ
が
言
う
の
で
早
速

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
（Y

ouT
ube

）
の

動
画
を
み
た
。
も
っ
と
早
く
公
開
さ

れ
て
い
て
も
構
わ
な
い
内
容
の
動
画

だ
と
思
っ
た
。
延
坪
島
（
ヨ
ン
ピ
ョ

ン
ド
）に
砲
撃
問
題
な
ど
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
中
は
国
境
紛
争
と
ビ
デ
オ

の
情
報
公
開
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て

論
争
が
盛
ん
だ
。

　

国
境
紛
争
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が

出
て
く
る
と
、
私
の
想
い
は
72
年
前

の
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
」
に
リ
ン
ク

し
て
し
ま
う
。
あ
の
事
件
の
頃
か
ら

日
本
は
太
平
洋
戦
争
に
向
か
っ
て
突
き
進

ん
で
行
っ
た
の
だ
。
そ
の
こ
と
を
書
い
て

い
る
半
藤
一
利
氏
の
「
昭
和
史
」
に
引
か

れ
て
、
昨
年
の
秋
９
月
に
訪
ね
た
「
赤
い

夕
日
の
満
州
・
ノ
モ
ン
ハ
ン
」の
現
地
は
、

い
ま
は
中
国
国
境
の
向
こ
う
側
。
63
連
勝

を
し
た
大
横
綱
・
白
鵬
の
故
郷
モ
ン
ゴ
ル

領
に
な
っ
て
い
て
、
中
国
側
か
ら
は
行
く

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

ブログ・デビュー
米山　東伊
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神
奈
川
自
治
会
館
で
11
月
８

日
、
歴
史
教
室
（
講
座
）
が
開
催

さ
れ
、23
人
出
席
し
ま
し
た
。テ
ー

マ
は
「
将
軍
実
朝
の
暗
殺
と
三
浦

歴史教室 講座

将
軍
実
朝
の
暗
殺

と
三
浦
一
族

一
族
」。
講
師
は
中
村
猪
一
郎
先
生
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

段
丘
の
畑
、
果
て
は
青
空
、
初
冠
雪
の

富
士
山
が
そ
び
え
る
。
大
井
町
の
「
農
村

公
園
」
に
は
、「
里
山
ふ
れ
あ
い
祭
」
の

幟
が
は
た
め
い
て
い
る
。

坂
道
を
気
持
ち
よ
く
散
策

　

10
月
３
日
（
日
）、
小
田
急
「
新
松
田
」

駅
９
時
集
合
、
タ
ク
シ
ー
で
祭
り
の
会
場

の
公
園
に
行
く
。
こ
こ
で
参
加
費
千
円
を

納
め
る
と
班
分
け
。
20
人
一
組
と
な
る
。

第
４
班
に
「
こ
だ
ま
会
」
一
同
７
人
。

　

①
藷
掘
り（
２
株
）、②
落
花
生
掘
り（
ビ

ニ
ー
ル
袋
１
杯
）、③
蜜
柑
狩
り
（
ビ
ニ
ー

ル
袋
１
杯
）、④
花
刈
り（
ヒ
マ
ワ
リ
２
本
、

コ
ス
モ
ス
５
本
）
の
順
に
、
作
業
に
出
発

す
る
。

　

誘
導
す
る
係
や
、
収
穫
物
を
運
ぶ
小
型

バ
ン
も
用
意
さ
れ
、
順
次
に
畑
を
め
ぐ
り

歩
く
。
お
か
げ
で
大
い
に
助
か
り
、
３
㎞

の
坂
道
を
気
持
ち
よ
く
歩
い
た
。

心
地
よ
い
風
と
日
射
し

　
「
農
村
公
園
」
に
戻
っ
て
昼
食
。
お
に

ぎ
り
３
個
と
豚
汁
を
貰
い
、
一
同
車
座
に

な
っ
て
い
た
だ
く
。
働
い
た
（
？
）
後
の

食
事
の
美
味
し
か
っ
た
こ
と
。
獲
っ
た
ミ

カ
ン
の
酸
味
、
心
地
よ
い
風
、
日
射
し
。

今
日
の
半
日
、
本
当
の
農
体
験
だ
っ
た
の

か
な
…
。

生
き
て
い
る
「
結
い
」
の
活
力

　

こ
の
「
里
山
ふ
れ
あ
い
祭
」
は
、
大
井

町
と
地
元
自
治
会
共
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

担
当
の
自
治
会
ご
と
に
使
う
畑
が
変
わ
っ

て
い
く
由
。
農
村
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
始
ま
っ
た
そ
う
だ
が
、
組
織
的
か

つ
協
同
的
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
に
は
感
心

し
た
。
農
村
の
「
結ゆ

い

」
の
活
力
は
今
も
生

き
て
い
る
。

　

帰
路
、
荷
物
は
重
た
か
っ
た
が
、
心
は

軽
や
か
、
楽
し
い
１
日
だ
っ
た
。

 

（
木
村
武
子
）

　

建
保
７
年
（
１
２
１
９
）
正
月
27
日
、

夜
に
な
る
と
二
尺
の
大
雪
。
こ
の
夜
、
鶴

岡
八
幡
宮
で
は
、
将
軍
実
朝
の
右
大
臣
拝

賀
の
式
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
た
。

　

公
暁
に
よ
る
実
朝
暗
殺
は
、
式
典
終
了

後
に
起
こ
っ
た
。
そ
の
惨
劇
の
場
所
で
あ

る
が
、
小
生
が
承
知
し
て
い
る
に
は
、
八

幡
宮
の
階
段
際
の
イ
チ
ョ
ウ
の
陰
か
ら
飛

び
出
し
て
実
朝
を
暗
殺
し
た
、
で
あ
っ
た

が
、
講
師
は
、
そ
れ
は
江
戸
時
代
の
芝
居

な
ど
で
の
つ
く
り
話
。『
吾
妻
鏡
』
に
は

そ
う
し
た
記
述
は
な
く
、「
石
段
の
際
」

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
石
の
階
段
で
石
段
の

こ
と
だ
が
、
警
護
が
薄
く
な
る
石
段
の
上

の
本
殿
で
は
な
い
か
。
何
故
な
ら
、
公
暁

は
八
幡
宮
の
別
当

で
、
容
易
に
近
づ

け
た
と
の
お
話
。

＊　

＊　

＊

　

ま
た
そ
の
理
由

は
、
父
親
の
二
代

将
軍
頼
家
に
代

わ
っ
て
将
軍
と
な
っ
た
実
朝
へ
の
復
讐
に

燃
え
る
公
暁
単
独
犯
が
、
今
ま
で
の
小
生

の
認
識
。
そ
ん
な
単
純
な
も
の
で
は
な
い

と
講
師
。

　

戦
前
ま
で
は
、
北
条
義
時
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
後
鳥
羽
上
皇
に
逆

ら
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
く
ら
い
の
こ
と

は
や
っ
た
だ
ろ
う
と
の
こ
と
。

　

し
か
し
、
実
朝
を
殺
し
て
誰
が
得
を
し

た
か
と
い
う
こ
と
に
絞
っ
て
み
る
と
、
三

浦
義
村
で
あ
る
。
作
家
の
永
井
路
子
さ
ん

が
『
炎
環
』
と
い
う
小
説
で
、「
黒
幕
三

浦
義
村
」
説
を
主
張
し
て
か
ら
、
そ
の
見

方
が
強
ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

公
暁
の
乳
母
の
夫
が
義
村
で
あ
り
、
義

村
の
息
子
の
駒
若
丸
は
公
暁
の
弟
子
で
あ

る
。
公
暁
と
義
村
は
非
常
に
親
し
い
仲
。

公
暁
が
将
軍
と
な
れ
ば
、
宿
敵
北
条
義
時

に
代
わ
っ
て
執
権
に
な
れ
た
。
実
朝
と
同

時
に
義
時
を
も
暗
殺
す
る
こ
と
を
公
暁
と

諮
っ
て
い
た
が
、
義
時
暗
殺
が
失
敗
す
る

と
公
暁
を
殺
害
。

　

死
人
に
口
な
し
と
実
行
す
る
な
ど
、
事

実
は
あ
ま
り
に
芳
し
く
な
い
が
、
こ
の
時

代
の
武
士
の
生
き
方
と
し
て
、
北
条
一
族

か
ら
の
危
機
感
迫
る
三
浦
武
士
の
本
位
で

は
な
か
っ
た
の
か
、
憶
測
の
域
を
出
な
い

が
、
と
講
師
は
結
ば
れ
た
。

　

小
生
に
と
っ
て
は
、
ま
こ
と
に
真
に
迫

る
講
話
で
あ
り
ま
し
た
。

 

（
秋
元
孝
男
）

心軽やか「里山ふれあい祭」心軽やか「里山ふれあい祭」
＆農業体験＆農業体験
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「
手
作
り
文
化
祭
」
で
交
流

　

神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会
の
「
手
作

り
文
化
祭
」
が
11
月
３
日
、
横
浜
市
従
会

館
で
開
か
れ
、
こ
だ
ま
会
か
ら
は
演
芸
や

踊
り
、
俳
句
、
写
真
、
絵
画
、
ビ
ー
ズ
手

芸
な
ど
で
参
加
し
、
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

演
芸
で
は
川
井
弘
次
さ
ん
、
稲
本
春
雄

　
「
風
邪
予
防
の
薬
膳
料
理
」
の
会
が
11

月
25
日
、
桜
木
町
の
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
７
人
。
亀

井
禎
子
会
員
を
中
心
に
、
初
め
て
の
会
員

を
む
か
え
、〝
お
い
し
い
会
〞
で
し
た
。

〈
メ
ニ
ュ
ー
〉

﹇
黒
豆
ご
は
ん
﹈

　

 　

黒
豆
を
ゆ
っ
く
り
じ
っ
く
り
炒
っ
て

か
ら
水
に
つ
け
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
。

米
と
一
緒
に
炊
く
。

﹇
山
芋
と
人
参
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
﹈　

　

 　

炒
め
た
玉
ね
ぎ
と
、
山
芋
、
人
参
を

牛
乳
や
ス
ー
プ（
キ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
て
）

で
煮
て
こ
す
。
仕
上
が
り
に
赤
い
ク
コ

六
地
蔵
帽
子
新
た
に
年
用
意

 

横
川
美
代
子

蕎
麦
畑
荒
地
と
な
っ
て
月
耿
耿

 

井
村　

友
彦

八
十
路
な
お
歌
と
俳
句
の
年
新
た

 
　

佐
藤　

安
弘

買
食
い
の
こ
の
国
案
じ
鍬
始

 
小
川　

水
草

初
春
や
夢
持
つ
こ
と
を
忘
れ
ず
に

 

松
尾
佐
知
子

去
年
今
年
ひ
と
り
棄
て
湯
を
聞
き
に
け
り

 

田
中　

一
男

寄
植
に
若
水
与
え
初
景
色

 

白
石　

為
康

冬
凪
ぎ
て
魚
一
尾
の
影
も
な
し

 

鳥
海　

敏
雄

音
信
を
兎
の
絵
に
込
め
寿
ぎ
し

 

高
橋　

和
江

子
も
孫
も
皆
ん
な
揃
ひ
て
年
始
め

 

島
田
多
嘉
子

元
旦
の
富
士
の
白
さ
や
引
き
締
ま
る

 

石
崎　

博
美

冬
の
影
迫
れ
リ
家
の
軒
下
に

 

白
井
保
次
郎

一
年
の
不
安
持
ち
越
し
年
明
け
る

 

中
村　

佳
子

箸
紙
や
少
女
の
う
な
じ
清
々
し

 

坂　
　
　

守

銅
鑼
の
音
の
心
に
沁
み
て
年
明
く
る

 

三
井　

光
子

年
女
ピ
ン
ク
の
う
さ
ぎ
賀
状
書
き

 

鈴
木
志
げ
子

来
し
賀
状
一
行
の
添
書
き
の
あ
り

 

木
村　

武
子

く
ら
ま
よ
り
宝
船
め
く
野
菜
売
り

 

太
田　

土
男

こ
だ
ま
俳
壇

こ
だ
ま
俳
壇
（（
1212
月
）
月
）

さ
ん
、
叶
井
進
一
さ
ん
、
加
藤
利
秋
さ
ん

が
登
場
。
加
藤
利
秋
さ
ん
は
「
勘
太
郎
月

夜
唄
」
の
曲
に
合
わ
せ
踊
り
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

こ
だ
ま
句
会
か
ら
の
俳
句
は
出
展
者
が

ふ
え
ま
し
た
。
油
絵
は
亀
井
さ
ん
が
12
号

の
作
品
を
出
展
。
写
真
も
３
年
前
か
ら
展

●歴史教室（散策）〈第49回〉
テーマ　一の宮「寒川神社」を訪ねる
と　き　３月14日（月）
集　合　ＪＲ「宮山」駅前に午前10時
会　費　500円
ガイド　中村猪一郎会員
申込先　こだま会事務所045（212）3179
　　　　又は045（361）0112（佐藤喜治）

●歴史教室（講義）〈第50回〉
テーマ　頼朝の旗揚げに呼応した関東武士団
と　き　６月13日（月）
　　　　13時30分～15時30分
ところ　神奈川自治会館（予定）
会　費　無料
講　師　中村猪一郎会員
申込先　こだま会事務所045（212）3179
　　　　又は045（361）0112（佐藤喜治）

●俳句教室
月例句会（毎月第２木曜日13時～）
　　　　２月10日　３月10日　４月14日
ところ　神奈川自治会館（予定）
指　導　太田土男先生（現代俳句協会）
会　費　500円
申込先　こだま会事務所045（212）3179
　　　　又は井村友彦0463（81）4493

●楽しい料理教室「春を食べる」
と　き　３月12日（土）11時～15時
ところ　フォーラム南太田（生活工房室）
　　　　京急「南太田」駅３分
会　費　2000円
内　容　菜の花寿司・野草の副菜
先　生　飯塚武弘さん（会員）
申込先　こだま会事務局045（212）3179

の
実
を
散
ら
し
て
き

れ
い
！

﹇
鳥
と
シ
イ
タ
ケ
と
き

ん
し
ん
菜
の
煮
物
﹈

　

 　

ユ
ズ
の
香
り
も
豊

か
に
。

﹇
リ
ン
ゴ
や
バ
ナ
ナ
に

蜂
蜜
や
砂
糖
を
甘
み
ノ

デ
ザ
ー
ト
﹈

　

 　

シ
ナ
モ
ン
を
加
え

て
。

 

（
山
本
文
子
）

薬
膳
料
理
教
室

示
し
て
い
ま
す
。
来
年
も
み
ん
な
で
文
化

祭
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

 

（
文
・
写
真
：
青
沼
慶
祐
）
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私
は
い
ま
三
つ

の
合
唱
団
に
入
っ

て
歌
っ
て
い
ま

す
。
ど
れ
も
素
敵

な
合
唱
団
で
す
。

会員
紹介

　

 

コ
ー
ロ
・
ア
ン
ナ
（
横

浜
市
港
北
区
）

　

退
職
辞
令
の
翌
日
に
、

復
帰
し
ま
し
た
。
と
い
う

の
は
、
85
年
か
ら
５
年
間

歌
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

練
習
が
月
曜
日
（
職
場
の

休
館
日
）
か
ら
火
曜
日
に

変
更
に
な
り
、
退
団
し
た

の
で
し
た
。
結
成
43
年
。

団
員
は
16
人
で
60
代
か
ら

80
代
。
最
高
齢
者
は
94
歳

で
す
。

　

昨
秋
の
「
音
楽
堂
お
か

あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
」
の
講

評
に
、「
さ
す
が
に
素
晴

ら
し
い
発
声
か
ら
生
ま
れ

る
深
い
表
現
力
。
快
く
、

心
地
よ
く
聞
け
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
日
本
語
の
美

し
い
合
唱
に
出
会
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
お

手
本
」
と
あ
り
、
会
場
か
ら
の
ど
よ
め

き
や
、
観
客
か
ら
の
称
賛
の
声
は
嬉
し

い
こ
と
で
し
た
。
２
月
の
ヨ
コ
ハ
マ
・

コ
ー
ラ
ル
・
フ
ェ
ス
ト
出
場
に
向
け
て いまが“部活”な生活いまが“部活”な生活

合唱音楽の面白さを感じて合唱音楽の面白さを感じて

　

私
は
07
年
に
入
団
し
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

と
フ
ォ
ー
レ
の
「
レ
ク
イ
エ
ム
」、
バ
ッ

ハ
の
「
ヨ
ハ
ネ
受
難
曲
」
を
２
回
、
一
昨

年
９
月
に
、
イ
タ
リ
ア
の
ク
レ
モ
ナ
で
、

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の「
マ
ニ
フ
ィ
カ
ー
ト
」

ち
密
で
ハ
ー
ド
で
す
が
、
極
め
る
喜
び
が

あ
り
ま
す
。

　

日
本
語
の
合
唱
曲
の
ほ
か
に
、
ド
ニ

ゼ
ッ
テ
ィ
の
オ
ペ
ラ
「
愛
の
妙
薬
」
の
合

唱
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
の
オ
ペ
ラ
歌
手
た

と
「
グ
ロ
リ
ア
」
を
現
地
の

合
唱
団
と
共
演
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
入

団
さ
れ
る
方
が
多
く
、
広
範

な
地
域
か
ら
集
ま
り
、
連
絡

は
メ
ー
ル
で
と
、
い
ま
ど
き

の
若
い
合
唱
団
で
す
。
合
宿

で
は
、
ひ
た
す
ら
練
習
の
み

と
、
部
活
の
ノ
リ
で
す
が
、

結
構
楽
し
い
。
９
月
の
定
期

演
奏
会
に
む
け
て
、
バ
ッ
ハ

の
「
ミ
サ
曲　

ロ
短
調
」
の

練
習
中
で
す
。

　

 

杉
並
女
声
合
唱
団
（
東
京

都
杉
並
区
）

　

09
年
８
月
に
入
団
。
50
代

か
ら
70
代
で
16
人
。
結
成
26

年
の
合
唱
団
で
、
素
晴
ら
し

い
発
声
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
高

い
表
現
力
が
あ
り
、
練
習
は

ち
と
も
共
演
し
ま
し
た
。
舞
台
で
ア
ク

ト
を
つ
け
て
歌
っ
た
こ
と
、
楽
譜
出
版

記
念
の
初
演
を
し
た
こ
と
な
ど
、
初
め

て
の
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

３
月
に
、
Ｔ
．
ト
ラ
エ
ッ
タ
作
曲
「
ス

タ
ー
バ
ト
・
マ
ー
テ
ル
」（
日
本
初
演
）

を
イ
タ
リ
ア
文
化
会
館
で
演
奏
予
定
で

す
。晴

れ
晴
れ
と
し
た
声
で

清
々
し
く

　

私
は
、
教
育
学
部
音
楽
科
に
学
び
ま

し
た
が
、
生
来
の
声
に
は
恵
ま
れ
て
い

ず
、
す
ぐ
に
喉
が
痛
く
な
り
、
実
は
、

歌
う
こ
と
は
大
の
苦
手
で
し
た
。
85
年

に
声
帯
を
診
察
し
て
も
ら
い
、
ヴ
ォ
イ

ス
・
ト
レ
ー
ナ
ー
を
紹
介
さ
れ
た
の
が
、

コ
ー
ロ
・
ア
ン
ナ
の
指
導
者
で
、
合
唱

に
出
会
っ
た
の
で
す
。

　

退
職
後
の
い
ま
、
時
間
に
余
裕
が
あ

り
、
練
習
と
曲
目
の
解
説
や
、
音
楽
・

歌
詞
・
詩
を
調
べ
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
、
合
唱
音
楽
の
面
白
さ
を
感
じ
て
き

て
い
ま
す
。

　

合
唱
は
共
同
作
業
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア

の
も
の
で
す
。
発
声
と
声
楽
の
個
人

レ
ッ
ス
ン
を
月
１
回
受
け
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
し
な
が
ら
晴
れ
晴
れ
と
し
た
声
で

清
々
し
く
歌
え
る
こ
と
を
目
標
に
、
こ

れ
か
ら
も
歌
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

練
習
中
で
す
。

　

東
京
ハ
ウ
プ
ト
コ
ー
ア（
東
京
都
新
宿
区
）

　

結
成
10
年
の
混
声
合
唱
団
。
40
人
の
団

員
で
、
30
代
か
ら
40
代
と
退
職
年
代
に
二

極
分
化
し
て
い
ま
す
。
大
曲
を
じ
っ
く
り

と
り
く
み
、
定
期
演
奏
会
で
は
指
揮
者
を

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
招
き
、
プ
ロ
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
共
演
し
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

優
秀
な
合
唱
団
と
共
演
す
る
こ
と
も
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

高木 みどりさん

２列目、左から５番目が高木さん



（5）　第　91　号 2011年（平成23年）1月15日神奈川県職労連 退職者こだま会報

だ
っ
た
の
か
。
ど
ん
な
死
に
方
を
し
た
の

か
、
孫
の
慶
子
・
建
太
郎
の
ル
ー
ツ
探
し

が
始
ま
る
。

　

祖
父
の
軍
歴
は
厚
労
省
に
問
い
合
わ
せ

て
「
宮
部
久
蔵
、
大
正
８
年
生
、
昭
和
９

年
、
海
軍
入
隊
、
昭
和
20
年
、
南
南
諸
島

で
戦
死
」
と
分
か
る
。
い
く
つ
か
の
戦
友

　

０ゼ
ロ

と
は
な
に
？　
「
神
風
で
戦

死
し
た
海
軍
航
空
兵
」
と
し
か
分

か
ら
な
い
祖
父
は
、
ど
ん
な
兵
士

BOOK
会
を
辿
り
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
の
戦
友
会
に
至
り
、

祖
父
の
友
人
が
芋
づ
る

式
に
見
つ
か
り
、
会
う

た
め
の
行
脚
に
出
る
。

　
「
奴
は
海
軍
航
空
隊

一
の
臆
病
者
だ
っ
た
」

「
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て

は
超
一
流
の
技
」
な
ど

聞
く
。
宮
部
は
「
娘
に
会
う
ま
で
は
死
ね

な
い
。
妻
と
の
約
束
を
守
る
」
と
言
い
続

け
た
男
。
天
才
だ
が
臆
病
者
の
彼
は
、
な

ぜ
零
戦
に
乗
り
特
攻
と
し
て
命
を
落
と
し

た
の
か
。
感
動
的
な
生
き
様
が
あ
ら
わ
に

な
っ
て
く
る
。
プ
ロ
ロ
ー
グ
・
エ
ピ
ロ
ー

グ
の
、
真
珠
湾
や
カ
ミ
カ
ゼ
で
攻
め
ら
れ

た
米
国
兵
士
の
語
り
も
よ
い
。
著
者
は
、

こ
の
作
品
で
作
家
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
て

い
る
。
講
談
社
文
庫
10
年
７
月
刊　

８
７

６
円
（
税
別
）。（
木
村
武
子
）

　

白
く
輝
く
ス
キ
ー
場
。
そ
の
ゲ
レ
ン
デ

の
ど
こ
か
に
「
爆
発
物
を
仕
掛
け
た
」
と

の
脅
迫
状
が
届
く
。
今
年
の
雪
は
充
分
。

ス
キ
ー
ヤ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
の
お
客

の
出
足
も
順
調
と
喜
ん
で
い
た
矢
先
だ
っ

た
。
事
務
所
主
任
の
倉
田
、
ゲ
レ
ン
デ
整

備
の
辰
巳
、
リ
フ
ト
安
全
整
備
の
津
野
、

コ
ー
ス
パ
ト
ロ
ー
ル
担
当
の
根
津
、
そ
し

て
後
、
仲
間
と
な
る
絵
留
。

　

雪
面
で
楽
し
く
滑
っ
て
い
る
人
々
が
人

質
だ
。
事
務
所
の
面
々
は
お
客
を
助
け
た

い
と
願
う
。
だ
が
、
身
代
金
３
千
万
円
の

　

皆
さ
ん
「
指
定
管
理
者
制
度
」

を
ご
存
知
で
す
か
？　

簡
単
に
言

う
と
、
公
の
施
設
の
運
営
を
民
間

要
求
に
対
し
て
、
会
社
は
警
察
に
届

け
ず
そ
れ
に
応
じ
る
。
要
求
は
エ
ス

カ
レ
ー
ト
。
金
の
受
け
渡
し
の
か
け

引
き
。
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
犯
人
ら
し

き
人
影
を
追
っ
て
ス
キ
ー
を
飛
ば

す
。滑
走
禁
止
エ
リ
ア
も
自
分
の
庭
。

　

ス
キ
ー
場
の
低
迷
ぶ
り
、
町
の
過

疎
化
を
バ
ッ
ク
に
、
雪
上
で
働
く
者

達
、
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
楽
し

む
人
々
を
鮮
や
か
に
描
き
あ
げ
る
。
そ
し

て
読
者
を
サ
ス
ペ
ン
ス
の
世
界
に
誘
い
込
ん

で
行
く
。

　

著
者
は
大
阪
生
ま
れ
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

し
て
働
く
一
方
、
推
理
小
説
を
書
く
。
江

戸
川
乱
歩
賞
、
直
木
賞
な
ど
受
賞
歴
は
豊

か
。
そ
の
一
つ
『
秘
密
』
は
映
画
化
さ
れ

て
い
る
。
実
業
の
日
本
文
庫
。
10
年
10
月

刊
。
６
４
９
円
＋
税
。（
木
村
武
子
）

2県庁はいま業
者
に
１
年
、
３
年
、
５
年
、
10
年
な
ど

の
期
間
を
定
め
て
委
託
す
る
制
度
で
す
。

05
年
の
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
を
皮
切
り

に
、
都
市
公
園
や
県
民
ホ
ー
ル
、
ふ
れ
あ

い
の
村
な
ど
が
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行

し
、Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
や
西
部
造
園
、

サ
カ
タ
の
タ
ネ
、
東
急
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
ど
の
民
間

企
業
が
参
入
し
て
き
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
不

況
化
で
自
治
体
か
ら
仕
事
を

得
る
こ
と
、
自
治
体
行
政
に

携
る
こ
と
で
会
社
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
な
ど
の
理
由
か

ら
、
参
入
を
望
む
企
業
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
労
働
者
や
施
設
を
利
用
す
る
住
民
か

ら
み
る
と
問
題
だ
ら
け
の
制
度
で
す
。

　

例
え
ば
、
複
数
年
で
指
定
さ
れ
た
指
定

管
理
料
に
は
、
職
員
の
賃
金
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
分
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

指
定
管
理
期
間
が
終
わ
る
と
次
の
募
集
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ま
で
運
営
し
て
い
た
業
者

が
落
ち
る
可
能
性
が
常
に
つ
い
て
ま
わ
り

ま
す
。
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
た
職

員
を
安
定
し
て
雇
う
こ
と
が
で
き
ず
、
有

期
契
約
の
職
員
で
施
設
の
運
営
が
行
わ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
全
国
を
見
る
と
、
例
え

ば
プ
ー
ル
や
青
少
年
施
設
な
ど
で
死
亡
事

故
な
ど
も
お
き
て
い
ま
す
。
昨
年
選
考
が

行
わ
れ
た
施
設
の
中
に「
ふ
れ
あ
い
の
村
」

が
あ
り
ま
す
。県
内
に
三
つ
の
村
が
あ
り
、

（
財
）ふ
れ
あ
い
教
育
振
興
協
会
が
長
年
に

わ
た
っ
て
運
営
し
て
き
ま
し
た
。５
年
前
、

指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
し
て
一

つ
の
村
が
民
間
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
が
、
次
期
の
応
募
を
あ
き
ら
め

て
解
散
す
る
事
態
に
な
り
ま
し
た
。

財
団
で
長
年
こ
の
村
の
運
営
に
携

わ
っ
て
き
た
職
員
に
蓄
積
さ
れ
た

技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
神
奈
川
県

は
手
放
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
と
同
様
に
入
札
も
随

意
か
ら
競
争
と
な
り
、
仕
事
が
と
れ
ず
、

ま
た
低
利
入
札
の
横
行
で
、
労
働
者
の
雇

用
不
安
と
賃
金
の
低
下
が
顕
著
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
神
奈
川
県
は
変
貌
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
地
域
経
済
の
立
て
直
し
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
県
が
、
自
ら
官
製

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
生
み
出
し
、
地
域
経

済
を
疲
弊
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
今

年
の
知
事
選
挙
で
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
（
神
奈
川
県
職
労
連
執
行
委
員
・

 

鈴
木
恵
理
子
）

働
く
者
、
住
民
の
目
で
見
る
と

問
題
だ
ら
け
の
「
指
定
管
理
者
制
度
」

『
白
銀
ジ
ャ
ッ
ク
』 

東ひ
が
し

野の

圭け
い

吾ご

『
永
遠
の
０ゼ
ロ

』 

百ひ
ゃ
く

田た

尚な
お

樹き
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け
足
し
言
葉
」（
お
ど
ろ
き　

も
も
の
き

　

さ
ん
し
ょ
の
き
等
16
の
言
葉
）
を
全
員

で
唱
和
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
き
な
声

で
言
う
と
唾
液
の
分
泌
も
よ
く
な
り
、
粘

膜
が
潤
い
、
風
邪
も
引
き
に
く
く
な
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
口
や
ベ
ロ
の
運
動
に
も
な
り
、

発
声
も
よ
く
な
る
の
で
、
家
で
や
っ
て
み

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

講
座
に
続
い
て
組
織
部
の
加
藤
郁
子
さ

ん
（
健
康
指
導
士
）
よ
り
、
健
康
セ
ラ
バ

ン
ド
体
操
（
ゴ
ム
の
バ
ン
ド
を
使
っ
た
体

操
）
の
実
技
指
導
を
う
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
「
懇
談
会
」
で
は
、
暮
ら
し

の
中
で
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
や
悩
み

ご
と
等
を
、
一
言
ず
つ
述
べ
あ
い
交
流
し

ま
し
た
。
講
座
の
内
容
は
左
の
と
お
り
で

す
。
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

 

（
文
・
川
瀬
秀
雄
）

　
「
高
齢
期
の
健
康
な
過
ご

し
方
」
を
テ
ー
マ
に
昨
年
の

11
月
19
日
（
金
）、
午
後
１

時
30
分
か
ら
神
奈
川
北
央
医

療
生
協
本
部
（
相
模
原
）
で

こ
だ
ま
会
の
「
健
康
講
座
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
北
央
医
療
生
協
の
保

健
師
・
市
嶋
英
智
子
さ
ん
か

ら
「
高
齢
期
の
健
康
な
す
ご

し
方
―
〝
加
齢
〞
は
〝
華
麗
〞

に
、
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
ま
し
ょ

う
♪
」の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

講
座
の
最
後
に
は
、「
付

加齢は華麗に
エンジョイ♪
しましょう♪

こだま会
健康講座

セラバンド体操を指導
する加藤さん

　季節的なことを含めて、高齢期特有のこういうこ
とに気をつけて欲しいということについてお話します。

①風邪とインフルエンザ
●ａ　何が違うのでしょう。
　すでに、インフルエンザよる学級閉鎖が北海道や
関東で出ています。今シーズンは、予防接種が季節
型ワクチンと新型ワクチンと一緒になっており１回
受ければよいので、ぜひ受けて下さい。インフルエ
ンザの特徴は、悪寒がしてガクガク震える、頭が割
れるほど痛い、関節が全身的に痛く、38℃～40℃の
高熱が３、４日続く等です。
　また、だるさが尋常でなく、動けない、電話にも
出られない等もありますが、高齢者にとって一番怖
いのが、肺炎とか脳症とかの合併症（粘膜の弱って
いるところに強いウイルスが入ってきて起こる）で
す。時に、意識を失うことや痙攣を起こすこともあ
ります。「かかったかな」と思ったら、すぐに医師
のところへ行ってください。48時間以内がよい。と
いうのは「リレンザ」「タミフル」といった新薬は、
早い時期でないと効かないためです。
●ｂ　予防と対策
　まず、手洗いとうがい、そして、たっぷりと睡眠
をとることです。昼寝が日課になっているような方
は、午後、してもよいが16時までで、20～30分位が
限度です。それ以上長くなると、夜眠れなくなって
しまいます。
　次に、ビタミンＡ（緑黄色野菜や、うなぎ、穴子、
レバー、卵、チーズ等）やビタミンＣ（イチゴ、キュー
イ、みかん、かぶ，さつまいも等）をとることです。
　ビタミンＡは、皮膚や粘膜を強くし、風邪を引き
にくくしてくれます。このビタミンＡは、脂溶性な
ので油と一緒にとると（ピーマン等の野菜は生で食
べるより油でいためた方が）、体への吸収率は生の
時の30％から80％まで上がります。（次号に続く）

高齢期の高齢期の
健 康 な健 康 な
すごし方すごし方

市嶋英智子さん（保健師）の話
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第
６
回
「
輝
け
高
齢
期
か
な
が
わ
の
集

い
」
が
11
月
17
日
（
水
）、
川
崎
市
産
業

振
興
会
館
で
開
か
れ
、
雨
の
な
か
３
５
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

老
人
医
療
費
無
料
化
な
ど
「
生
命

尊
重
の
村
づ
く
り
」
の
話
を
聞
く

　

記
念
講
演
は
、
岩
手
県
西
和
賀
町
（
旧

沢
内
村
）
で
「
生
命
尊
重
の
村
づ
く
り
」

に
携
わ
っ
た
高
橋
典
成
氏
（
ワ
ー
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
湯
田
・
沢
内
施
設
長
）。
老

人
医
療
費
無
料
化
を
は
じ
め
、
住
民
が
主

人
公
の
「
生
命
尊
重
の
村
づ
く
り
」
を
次

の
よ
う
に
話
ま
し
た
。

　

旧
沢
内
村
は
昭
和
20
年
代
後
半
、
病
気

に
な
っ
て
も
医
者
に
か
か
れ
な
い
貧
困
の

は
び
こ
る
村
で
し
た
。
人
が
人
と
し
て
暮

し
て
い
く
こ
と
が
大
変
な
地
域
で
し
た
が
、

（
故
）深
沢
晟
雄
村
長
は
、「
行
脚
と
対
話
」

　

神
奈
川
県
職
員
九
条
の
会
は
結
成
５
周

年
を
迎
え
た
12
月
４
日
、横
浜
市
内
で「
平

和
の
集
い
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

佐
伯
事
務
局
長
は
開
会
に
あ
た
り
、
こ

れ
ま
で
の
「
集
い
」
や
、「
や
っ
ぱ
九
条

イ
ン
横
須
賀
」（
10
月
９
日
）
の
と
り
く

み
な
ど
を
報
告
。

　
「
田
園
調
布
九
条
の
会
」
や
「
戦
争
体

験
を
語
り
継
ぐ
千
束
の
会
」「
西
湘
の
会
」

か
ら
地
域
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
憲
法
を
め
ぐ
る
状
況
と
九
条

を
生
か
す
運
動
へ
」
と
題
し
て
岡
田
尚
弁

護
士
（
九
条
か
な
が
わ
の
会
事
務
局
長
）

が
記
念
講
演
。
憲
法
を
通
り
越
し
て
、
自

衛
隊
が
公
然
と
ア
フ
ガ
ン
や
イ
ラ
ク
、
ソ

マ
リ
ア
に
出
て
い
く
状
況
や
、
自
衛
官
の

自
殺
と
そ
れ
を
報
道
し
な
い
マ
ス
コ
ミ
の

問
題
な
ど
を
指
摘
。「
九
条
の
会
は
第
２

ラ
ウ
ン
ド
に
入
っ
た
」「
女
性
の
会
の
集

い
（
11
月
10
日
・
県
民
ホ
ー
ル
）
で
沢
田

研
二
さ
ん
が
『
我
が
窮
状
の
歌
』
を
歌
っ

て
く
れ
る
よ
う
な
、
広
く
根
を
張
っ
た
企

画
が
必
要
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

加
瀬
代
表
は
閉
会
挨
拶
で
中
国
・
北
朝

の
政
治
を
す
す

め
、「
婦
人
が

変
ら
な
け
れ

ば
」
と
婦
人
会

づ
く
り
の
先
頭

に
立
ち
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
社

会
教
育
を
基
盤

と
し
た
村
づ
く

り
を
実
行
し
、
昭
和
37
年
頃
に
は
自
己
責

任
か
ら
行
政
の
責
任
で
、「
健
や
か
に
育

ち
、
老
後
も
安
心
」
の
医
療
費
無
料
化
が

実
現
し
、
い
ま
現
在
も
医
療
負
担
の
上
限

を
定
め
、
安
心
し
て
医
者
に
か
か
れ
る
制

度
を
継
続
、
た
と
え
首
長
が
か
わ
っ
て
も

制
度
は
変
え
ら
れ
な
い
。

新
高
齢
者
医
療
制
度
「
改
定
」
案

の
動
き
の
注
視
を

　

基
調
報
告
で
金
子
事
務
局
長
は
、「
高

齢
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
『
孤
独
死
の
可
能

性
が
あ
る
』と
答
え
た
人
が
40
％
を
超
え
、

単
身
者
は
60
％
超
え
て
い
る
。
新
高
齢
者

医
療
制
度
、
介
護
保
険
制
度
の
改
定
案
の

政
府
提
出
の
動
き
を
注
視
し
よ
う
」
と
報

告
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、童
謡〝
山

田
の
カ
カ
シ
〞
の
、「
の
」
の
時
は
右
の

人
の
肩
を
、「
し
」
の
時
は
左
の
人
の
肩

を
た
た
く
「
脳
ト
レ
体
操
」
な
ど
も
あ
っ

て
楽
し
い
集
い
で
し
た
。

 

（
鳥
居
伸
太
郎
）

　

横
浜
市
従
会
館
で
10
月
15
日
（
金
）、

神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会
第
19
回
総
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

県
職
労
連
退
職
者
こ
だ
ま
会
や
横
浜
市

従
退
職
者
会
な
ど
か
ら
多
く
の
代
議
員
の

参
加
の
も
と
に
開
会
。
最
初
に
、
加
藤
会

長
が
開
会
あ
い
さ
つ
。
２
０
０
９
年
度
経

過
報
告
・
決
算
報
告
・
会
計
監
査
報
告
が

あ
り
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
２
０
１
０
年
度
の
活
動
方
針
案

と
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
こ
れ
も
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
役
員
が
提
案
さ

れ
新
た
な
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
年
金

改
善
を
は
じ
め
11
の
要
求
と
「
手
づ
く
り

文
化
祭
」
の
と
り
く
み
な
ど
の
運
動
へ
の

参
加
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
田
口　

清
）

新
四
役
紹
介
〈
敬
称
略
〉

会　
　
　

長　

加
藤　

利
秋
（
県
）

副　

会　

長　

森
田　

謙
一
（
横
浜
）

副　

会　

長　

斉
藤　

嘉
雄
（
鎌
倉
）

事
務
局
長　

高
須　

昌
和
（
横
浜
）

事
務
局
次
長　

田
口　
　

清
（
県
）

輝
け
輝
け 

高
齢
期
！

高
齢
期
！

350350
人
が
集
う

人
が
集
う

神
奈
川

自
治
労
連

退
職
者
会
総
会

鮮
問
題
に
ふ
れ
、
国
民
世
論
の
重
要
さ
を

強
調
。
引
き
続
き
運
動
を
強
め
て
い
こ
う

呼
び
か
け
ま
し
た
。

 

（
鳥
居
伸
太
郎
）

９条を生かす運動へ９条を生かす運動へ

12・４平和の集い県 職 員
九条の会



第　91　号　（8）2011年（平成23年）1月15日 神奈川県職労連 退職者こだま会報

会報No.91
2011.1.15

編集・発行
神奈川県職労連退職者こだま会
発行人　生方武羅夫

〒231－0023
横浜市中区日本大通り１
　県庁本庁舎６階

TEL　045－212－3179（代表）
FAX　045－212－3178（代表）
URL　http://www.kodamakai.sakura.ne.jp/

Eメールアドレス　kodama@kensyokurou.ne.jp

映画随想 6
　

時
代
が
経
過
す
る
と
映
画
作
品
の

評
価
も
変
わ
る
。
発
表
当
時
に
は
圧

倒
的
支
持
を
得
た
作
品
も
、
時
を
経

る
と
不
当
と
も
思
わ
れ
る
ほ
ど
無
視

さ
れ
る
作
家
と
作
品
が
あ
る
。
た
と

え
ば
今
井
正
の
映
画
が
そ
う
だ
。

　

今
井
正
は
明
治
45
年
に
住
職
の
子

と
し
て
生
ま
れ
た
。
旧
制
中
、
高
校

生
時
代
に
マ
ル
ク
ス
主
義
と
映
画
に

傾
倒
、
帝
大
を
中
退
し
映
画
界
に

入
っ
た
。
入
社
２
年
目
に
し
て
『
沼

津
兵
学
校
』
で
監
督
に
昇
進
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
は
『
望
楼
の
決

死
隊
』
な
ど
の
戦
争
高
揚
映
画
も
製

作
し
た
。
戦
後
は
一
転
し
て
『
青
い

山
脈
』
な
ど
の
民
主
主
義
社
会
の
到

来
を
高
ら
か
に
う
た
い
上
げ
る
作
品

を
発
表
し
、
多
く
の
支
持
を
得
た
。

監
督
し
た
作
品
は
48
本
に
及
び
、
平

成
３
年
に
79
歳
で
没
し
た
。

　

さ
て
、
今
井
映
画
は
邦
画
史
上
ど

の
よ
う
な
評
価
を
受
け
た
か
。
そ
の

変
遷
を
た
ど
る
と
、
自
ず
か
ら
現
在

の
日
本
と
日
本
人
の
感
性
が
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
。引
用
す
る
ベ
ス
ト
・

テ
ン
の
順
位
は

世
界
で
最
も
古

い
歴
史
を
持
つ

キ
ネ
マ
旬
報
選
出
の
も
の
で
あ
る
。

　
『
青
い
山
脈
』（
昭
和
24
年
）
か
ら

『
あ
に
い
も
う
と
』（
昭
和
51
年
）
ま

で
、
今
井
映
画
は
22
本
も
の
作
品
が

ベ
ス
ト
・
テ
ン
に
名
を
連
ね
て
い
る
。

こ
の
本
数
は
黒
澤
明
に
次
ぎ
、
昭
和

映
画
史
上
２
位
と
な
っ
て
い
る
。
特

筆
す
べ
き
は
ベ
ス
ト
・
ワ
ン
に
５
本

の
映
画
が
選
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
、
こ
れ
は
今
井
ひ
と
り
の
快
挙
で

あ
る
。『
ま
た
逢
う
日
ま
で
』『
に
ご

り
え
』『
真
昼
の
暗
黒
』『
米
』『
キ

ク
と
イ
サ
ム
』が
そ
の
映
画
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
公
開
当
時
圧
倒
的
な

支
持
を
集
め
た
こ
れ
ら
の
今
井
映
画

の
そ
の
後
の

評
価
を
調
べ

て
み
よ
う
。

キ
ネ
マ
旬
報
で
は
平
成
７
年
に
１
０

４
人
の
映
画
評
論
家
等
の
選
出
に
よ

る
「
日
本
映
画
オ
ー
ル
タ
イ
ム
ベ
ス

ト
テ
ン
」
を
発
表
し
た
。
今
井
映
画

で
は
27
位
『
ま
た
逢
う
日
ま
で
』、

52
位
『
青
い
山
脈
』、１
０
０
位
『
真

昼
の
暗
黒
』
が
入
っ
て
い
る
。

　

ま
た
同
社
は
、
創
刊
80
周
年
記
念

と
し
て
平
成
11
年
に
オ
ー
ル
タ
イ
ム

ベ
ス
ト
テ
ン
を
選
出
し
た
。
今
回
の

選
者
は
、監
督
、プ
ロ
デ
ユ
ー
サ
ー
、

脚
本
家
、
撮
影
監
督
な
ど
映
画
に
携

わ
る
１
４
０
人
の
投
票
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
26
位
の
『
ま
た
逢
う
日
ま

で
』、
82
位
の
『
真
昼
の
暗
黒
』
の

２
本
の
み
が
１
０
０
位
以
内
に
入
っ

て
い
る
。

　

発
表
当
時
に
圧
倒
的
支
持
を
得
た

『
に
ご
り
え
』『
米
』『
キ
ク
と
イ
サ
ム
』

は
全
く
支
持
を
得
ず
、
ま
る
で
忘
れ

ら
れ
た
映
画
の
よ
う
な
扱
い
を
さ
れ

た
。
発
表
当
時
と
比
べ
社
会
も
世
相

も
大
き
く
変
わ
っ
た
現
在
、
や
む
を

得
な
い
む
き
も
あ
る
が
そ
れ
に
し
て

も
、
と
想
う
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
鑑
賞
を
お

薦
め
し
た
い
。

今
井
正
の
映
画 

田
中
一
男　

「
春
の
小
旅
行
」の
ご
あ
ん
な
い

と
き
●
４
月
13
日
（
水
）

　
　
　

雨
天
決
行

集
合
● 

Ｊ
Ｒ
浜
松
町
駅
改
札

口
10
時
集
合

日
程
● 

浜
離
宮
↓
隅
田
川

（
水
上
バ
ス
）
↓
浅

草
↓
押
上
付
近
か
ら

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
散
策

費
用
● 

交
通
費
・
入
場
料
等
自
己
負
担

申
込
● 

こ
だ
ま
会
事
務
局

　
　
　

０
４
５

－

２
１
２

－

３
１
７
９

小江戸から
 21世紀へ

松
尾
佐
知
子
さ
ん
の
作
品

奥
津
弘
久
さ
ん
の
作
品


